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Q2. 3. 応性 更新性 可変性 ，床吹 出し空調 る自 度の高い

Q3. 1. 生物環境の保全と創出 の設置，希少樹木の保全

LR1.1. 建物外皮の熱負荷抑制 東西面を とする配置計画，LowE ，内外 ン

LR1.2. 自然 利用 階段室を利用し 自然換気，光膜 井， ッ ，井水利用放射空調，免震 ッ 室外機設置

LR1.3. 設備 ムの高効率 水景反射を利用する壁面 陽光 電，タ ン ン 空調

LR1.4. 効率的運用 BEMS，在館者位置情報 る照明 設備制御
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ZEBの達成

滞在す 研究者 知的生産を高

快適性 環境性能を両立

す 試験的 ハ を実装

今回 特徴的 技術

利用 井放射空調

を主体 タ ＆ ン

ン 空調 様々 方 風

を捕 え 自然換気 ，電

動式制御 内外 ン ，

屋上 び南壁面 陽光発電

パネ ，建設地 自然環境

高効率設備機器を 大限 活用

い

内外 ン を自動制御

利用す ，照

明 空調 ネ を削減す

執務者 大 ョンを

確保 ，豊 自然を見

開放的 オ ＺＥＢ

を両立 せ

を利用 冷

温水配管を流 タ チ ン 式

放射空調パネ を装着 ，空調を行う

自然採光効率を追求 光膜

井 採光

く，空調 放射熱伝達 促

進 期待 い

ＢＥＬＳ評価 評価 い技術 あ 独自 評価 行 そ 結

果 ネ 使用量 414MJ/㎡･年 B分LS評価上 基準値980MJ/㎡･年

比 ，57.8% 省 ネ あ 図-9 ， 陽光発電 創

ネ量 試算 665MJ/㎡･年 あ ，実際 水景 反射 発

電量増加 ，更 創 ネを期待 い

井水利用放射空調を ン ン 空調，

ン付小型床吹出口をタ 空調

ン付小型床吹出口

個人 運転,風量調節 可能 ，

席 えや 変更 対応

建築 る知的生産性を向 する めの 掛け

茨城県 手市 社有地 新設 I（I ボ 新技術研究 オ

棟 あ 恵 地域特性 高効率 設備を 大限活用

Z分B 知的生産性向上 を実現を目指 社内外 研究

者 執務空間 計画 ，敷地内 様々 施設 ハ

，豊 共創空間を目指 知的生産性向上 資す

十 井高 や心地 い温熱環境を実現 い 同時 ，

豊 周辺景観 享 う 開放的 ョン 確保 半

屋外空間を設

南 軸 沿 建物を配置 ,東西面 開口部 小限 コ

計画 す 外皮 熱負荷 減 大限配慮 い

建物南側 豊富 井水や雨水を利用 大 水景施設を配置

，景観 配慮す く，水面 反射 陽光を壁面設

置 陽光パネ 間接的利用 び室内採光 補助的利用

更 効率 を図 い

ョン 湧 出る、知の拠点

ベンチャ を持 個人 法人 公的機関

知 ネ ワ を備え 価値創造 拠点を目指 い

社外 パ 活気 満 知的創造空間を実現 せ

様々 工 を散

1階 移動間仕 を駆使 ，大小様々 商談や講演会 対応

構成 い

「階 各施設を ，活発 議論や交流を促す共創空間 あ ，

を即 す 工 備え い

」階 IoT技術を活用 実験棟や全国 現場 可能 ,

コ ュ ケ ョンを可能 い

効率的運用 る 消費量の削減

採用し 要素技術
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太陽光パネ 下の熱利⽤
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⾬⽔貯留タンク画像センサー
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燃料電池の排熱を利⽤した
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ン エン
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放射空調

外気処理空調機

光膜天井
空気式放射空調

井⽔利⽤熱源

⾼効率空調機

免震 ッ への⽔噴霧 免震 ッ 利⽤の
空調機⾼効率化 ⾼効率空調機の採⽤

イ 洗浄⽔の⾬⽔利⽤

画像センサー利⽤の
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直流電源シス ム

様々な⽅位からの⾵を捕える
⾃然換気の導⼊
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